
試験湛水監視ツアー（２０１２．２．１１） 
  

８日（水）の午後に中が現場の視察と辰巳ダム事務所の聞き取り。 
 ６日～８日（２７～２９日目）の貯水位の推移は以下のとおり（辰巳ダム事務所調べ）。 

２月６日 １２８．０５メートル 
２月７日 １２８．１７メートル 
２月８日 １２８．４９メートル 

辰巳ダム事務所の担当者から最近の状況を聴取、以下のとおり。 
過去１週間ほど水位の上昇が小さかったのは、犀川ダムの貯水量が減少したために犀川

ダムから大量に（毎秒３立方メートル）辰巳ダムへ放流できなくなったためである。現在、

犀川ダムから維持用水として必要な毎秒０．１７立方メートルだけを下流へ流している。

途中の残流域からの水が加わり、辰巳ダムには毎秒約０．５立方メートル程度の水が流れ

込んでいる。しかし辰巳ダムからは維持用水として下流へ毎秒０．５４立方メートルを流

しているので差し引きすると１日に貯まる量はほとんどゼロ近く、貯水できない状態が続

いていたので湛水位が上昇しなかった。ここ２，３日、気温が緩んだので雪解け水が流れ

込んで犀川ダムにも犀川本川にも水量が増えてきたところである。まもなく犀川ダムから

再び毎秒３立方メートルの水を供給されるようになるだろう。ペースが回復すれば後１０

日くらいで満水になる。 
 
湛水開始から１ヶ月（３２日目）の２月１１日土曜日午前に現場視察。ダム湖は雪に覆

われていましたが、晴れ間も広がって視察日和でした。通りがかりの人もいて少し案内し

ました。湛水位も１２９メートルを上回り、満水はまもなくです。このペースで行くと来

週の土曜日１８日ころには満水になりそうです。鴛原超大規模地すべり地は雪で覆われて

いますので地表の変状などはとても観察できない状態でしたが、一応、瀬領集落の中の道

路（消雪のための散水がされているので確認できる）、鴛原超大規模地すべり地を横切る幹

線の道路の路面などを観察してきました。水を貯めるときよりも水を抜くときの方が不安

定になるので満水以後の観察の準備のための下調べといったところでした。 
 
 



【写真】２月１１日（土）雪で覆われた辰巳ダム、湛水開始から１ヶ月。 

 
湛水位が１２９メートルを超えてあと３メートル弱で満水。 

 



瀬領から鴛原超大規模地すべり地を望む、末端部が崩壊していることが明瞭にわかる。 

 



ダム堤体上から望む。河川維持用水として毎秒０．５４立方メートル放流されている。そ

の一部が低水放流設備を通過して上部の辰巳用水東岩取入口へ流れている。 

 
 



湛水位の経過 

月日 水位（ｍ） 上昇量（ｍ） 満水まで（ｍ） 備考 

１月１１日（水） ９７．００  ３５．００ スタート 

１月１４日（土） １１３．３７ １６．３７ １８．６３  

１月１７日（火） １１７．５３ ４．１６ １４．４７  

１月１８日（水） １１８．７３ １．２０ １３．２７  

１月１９日（木） １２０．２０ １．４７ １１．８０  

１月２０日（金） 121.51 １．３１ 10.49 １０日目 

１月２１日（土） 122.58 １．０７ 9.42  

１月２３日（月） 124.28 １．７０ 7.72  

１月２４日（火） 125.15 ０．８７ 6.85  

１月２５日（水） 125.85 ０．７０ 6.15  

１月２６日（木） 126.52 ０．６７ 5.48  

１月２７日（金） 127.09 ０．５７ ４．９１  

１月３０日（月） 127.92 ０．８３ 4.08 ２０日目 

１月３１日（火） 127.98 ０．０６ 4.02  

２月１日（水） 128.00 ０．０２ 4.00  

２月２日（木） 128.02 ０．０２ 3.98  

２月３日（金） 128.04 ０．０２ 3.96  

２月４日（土） 128.05 ０．０１ 3.95  

２月６日（月） 128.05 ０．００ 3.95  

２月７日（火） １２８．１７ ０．１２ ３．８３  

２月８日（水） １２８．４９ ０．３２ ３．５１  

２月１１日（土） 129.34 ０．８５ 2.66  

１８日ごろか １３２．００   満水（予定） 

出所：http://tatsumi-dam.jp/ 
 


